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春風に舞う病棟作業療法の作品です
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向陽台病院の理念

心を病む人の立場に立った専門的精神科

治療の提供を行う

地域への精神科医療の啓発活動を通じて

心を病む人のみならず、地域住民の心の健

康増進に貢献する

●地域の様々な資源との連携の強化を目

指します̶医療・福祉・教育・産業・地域社

会と積極的な連携が出来るようにー

●良質で安全な医療の提供を目指します

－相手の立場に立ち、私達が安心して自分

の家族を任せられるようにー

●専門性を高め、より高度な知識・技術の

向上を目指します。－新しい技術・知識の

習得、研鑽を心がけるようにー



　精神疾患の治療は長期化する

傾向が強く、定期的な通院を必

要とする場合が多いため、医療

費の負担が大きくなります。この

ような経済的負担を軽減し、長

期的な医療を受けやすくするた

めに通院医療費の一部を都道府

県が負担する制度です。ここで

は、この制度の概要と、気をつけ

ていただきたい点についてご紹

介したいと思います。

　この制度では、手続きし認定さ

れると、通院医療費が軽減（3割

→１割）されますが、所得などに

応じて、月々の上限額が設定さ

れます。有効期間は申請日から1

年間で、継続利用を希望の方は、

更新手続きが必要です。また、申

請の際に選定された機関のみで

の利用になります。医療保険や

住所、通院先の病院や薬局が変

わった場合には変更手続きが必

要になり、手続きされると有効期

限内であれば引き続きご利用い

ただけます。認定された方には

「自立支援医療受給者証」が発行

されます。受付の際にその都度

提示されなければ利用できませ

んので、必ずご持参ください。

　当院では、今年の 2月から院

外薬局へ移行しています。制度

ご利用の方は、院外薬局を選定

し、薬局の登録手続きを行わな

ければ適用されません（院外薬

局にも利用できる薬局とそうで

ないところがあります）。あくま

でも精神科での通院医療が対象

となりますので、内科などの病

院を受診された場合に、登録さ

れた薬局へ処方箋を持参されて

も、この制度を利用することはで

きません。

　申請手続きについては、所得

を証明する書類なども必要にな

りますので、詳細については精神

保健福祉士にお気軽にご相談く

ださい。

（リハビリテーション部：大山 満子）

自立支援医療費制度
通院医療費が軽減される制度「自立支援医療費制度」をご存知ですか？

　日本では平成10年以来、自殺者 3万人を超えた状態

が続いています。「自殺なんて私には関係のないこと」と

思われる方も多いでしょうが、未遂者は自殺者の約10

倍存在し、その家族、友人を含めると年間100万人を超

える方が「自殺」による悲しみを抱えていると多くの専

門家から報告されています。そのような背景もあって

か、平成18年自殺対策基本法が制定され社会問題とし

て取り扱われるようになりました。

　健康な人でもふと「死にたい」「消えてしまいたい」と

思うことはありますが、自殺者のほとんどは代表的な精

神疾患の一つである「うつ病」を患い、「気持ちが落ち込

む」「やる気がでない」そして「死にたい」と思う気持ちが

強く、長く続きます。しかし、うつ病を患ってもなかなか

精神科受診に至ることは少ないのが現状です。そこで当

院ではそのような方々にも配慮し、電話相談を受け付け

ており、「本人が行きたがらないけど家族としては心配」

といった家族へのフォローも積極的に行っています。

　もちろん精神科を受診すれば全てが解決すると言い

切ることはできませんが、「治療」「支援（サポート）」とい

う形でお力になれることはあると思います。援助を求め

ることは決して恥ずかしいことではなく、「自分自身を

大切にする行動」です。そのような行動を尊重し、当院で

は個々に合わせた対応を心がけておりますので、お気軽

にまずご相談ください。

（リハビリテーション部：杉本 篤史）

相談窓口　地域連携室：096-272-5250

自殺予防について考える
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●レポート1

診療部：松本 宏美

　「病気の子どものトータルケ

ア」～小児がん専門医の立場か

ら～と題し、聖路加国際病院・小

児科部長である細谷亮太副院長

をお招きして講演会を開催しま

した。

　手書きのカラフルなスライド

を用いての講演は、その文字や

色使いからも細谷先生の人柄が

伝わる優しさ溢れるものでした。

　小児がんに罹患した子ども

とその家族をサポートしていく

過程は、そのまま、児童思春期の

方々とかかわっていくいずれの

分野の治療者および担当者に

とって、見習うべきものがあった

と思います。中でも、チーム医療

の大切さと各担当者一人ひとり

の適切かつ正確な知識に基づい

たうえでの迅速な対応および治

そろってインフォームドコンセ

ントを行うそうです。そして落ち

着ける場所と時間の提供、希望を

失わせないことが大事であるこ

とや、ターミナルケアに携わるス

タッフのバーンアウトを予防す

るためには、上の人が若い人をほ

めることが大切といった多岐に

渡る話がありました。

　講演にはクレヨンの手書き文

字のスライドを使用され、カラフ

ルで見やすく、小児医療に携わっ

ておられる先生のやさしい眼差

しが感じられました。

　昨年夏にNHKでも、細谷先生

の長年ターミナルケアに携わっ

てこられた小児科医としてのそ

の時々の気持ちを俳句で表現さ

れていることや、家族へのグリー

フケア実践の様子などが放映さ

れました。今回の講演を聞き、そ

の時の感動が再びよみがえりま

した。

　私は小児科勤務の経験はあり

ませんが、小児精神科領域は、子

どもや親への対応にエネルギー

を消耗し、大変・きつい・疲れる

などのマイナスイメージを抱い

ていました。この講演で、人を看

ることの意味を改めて考えさせ

られました。ありがとうございま

した。

創立45周年特別講演会
向陽台病病院はおかげさまで 45 周年を迎えました。
平成 20 年 1月 26 日にびぷれすアートフロートにて聖路加国際病院・小児科部長であり
副院長でもあられる細谷亮太先生をお招きし、特別講演会を開催しました。
その様子を 2名のレポートでご紹介します。

向陽台病院

療の重要性を再認識

させられました。

　約 90 分間の講演

は、時間の経つのも

忘れるほど、すぐに

過ぎてしまいまし

た。今回の講演会へ

の参加は、事前申し

込み制であったにも

かかわらず、学校関

係者を始め、県内の小児科医、精

神科医など、多数の先生方の参

加をいただき、また、活発な質問

やご意見もあり、大変感謝してい

ます。この場をお借りして、お礼

を申しあげます。ありがとうござ

いました。

●レポート2

看護部：由野島 寿美子

　先生はまず、子どものがんと大

人のがんの違いや予後について

説明され、その治療には医療関

係者だけでなく、教育関係者も一

緒にチームアプローチを行って、

お互いが平等の立場で金曜会と

称する多職種ミーティングを続

けているとのことでした。子ども

たちに対しては、予後不良でもう

そをつかない、その子が理解で

きるように、また、後のことも考

えて説明し、家族に対しても両親
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　近年、うつ病は身近でありふれ

た疾患として書籍や報道記事で

も取り上げられるようになりま

した。製薬会社、医療機関、行政

機関などにより、うつ病の治療を

呼びかけるキャンぺーンも盛ん

に行われています。精神科の敷

居も昔より低くなり、「働かない

人は怠けている」という従来の解

釈モデルはかなり修正されてき

ました。

　薬物療法も進歩し、選択的セ

ロトニン受容体阻害薬（SSRI）に

代表される新しい抗うつ薬が開

発され、約10年前から日本国内

でも使われるようになりました。

これらの新しい薬の効果は従来

の抗うつ薬と同等とされ、一方で

口渇、便秘、排尿障害などの副作

用が少なかったため、爆発的に

使われるようになりました。

　とはいえ、薬はすべての問題を

解決してくれる魔法ではありま

せん。無理して不健康な生活ス

タイルを続けるために薬を飲ん

でいるのであれば、それは当人に

とっても、薬にとっても不幸なこ

とです。例えば、自宅の寝室がひ

どい騒音にさらされているなら

ば、騒音の問題を放置して薬だ

けで元気を取り戻すのは無理が

あります。このことは、極端な長

時間労働、巨額の借金、家庭や職

場での人間関係などについても

当てはまります。人生の多岐にわ

たる問題を脳の化学物質だけの

問題に置き換えて、薬だけで解

決しようとするのは短絡的すぎ

ます。『薬以外の解決策も必要』

というわけです。

　時間の過ごし方を例に挙げる

と、人は忙しすぎるとダウンして

しまいますが、極端に休みすぎ

るのも考えものです。ほとんど

の人にとって、何もしないという

のは大変苦痛な時間の過ごし方

です。閉塞的で悲観的な考えの

堂々巡りを生み出し、最終的にう

つ病を引き起こしたり重くする

ことになります。治療初期には十

分な休息も必要ですが、よく休ん

だ後の時期には、ほどよい忙しさ

でメリハリの効いた生活リズム、

気を紛らわせる手段、静かに休

息できる場所や時間などがバラ

ンス良く必要になります。

　治療後半においても治療環境

は重要です。多くのうつ病の患者

さんでは、病状が改善するにつ

れて「良くなったらこんなことを

したい」というように、病気のせ

いで見失った目標が見えてくる

ようになります。このように未来

への展望を再発見することは、治

療上の重要な作業です。しかし、

プライバシーの確保されない騒

がしい環境では、自分について感

じたり考えたりするどころでは

ありません。

　向陽台病院では精神科全般の

治療を幅広く行っていますが、入

院診療に関しては、さまざまな病

状の方々を 4つの病棟で診療し

てきました。これらの病棟が建て

られた当時は、慢性期の統合失

調症の方が入院患者さんの大半

を占めていましたが、現在はさま

ざまな病状の患者さんが入院さ

れ、病棟の構造が時代に追随で

きなくなってきています。新しい

病棟では、個々の患者さんの病

状に合わせた治療を行いやすい

ように、個室を大幅に増やし、フ

ロアあたりのベッド数も少なく

しています。

　病棟で行う治療プログラムに

ついては、まだアイデアをまとめ

ている途中ですが、これまでにお

話ししたような経緯から、本格的

なうつ病の治療には、ただ薬を飲

んで休むだけでは不十分だと考

えています。入院環境もまた治療

の一要素に過ぎませんが、新病

棟の中で生活のメリハリや良質

な休息などをどうやって実現で

きるか、日々考えているところで

す。ご期待ください。

（診療部：田中 亨治）

うつのはなし
～治療環境を含めた展望と向陽台が目指す治療～
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B 子さんの独り言
　中学 ･ 高校と特に問題はな

かったのです。家族は皆、健康で

食べるのが好きな明るい家庭

だったと思います。大学に入っ

て、周りがとてもおしゃれで綺麗

で、好きな先輩が痩せた人が好

みというのを聞き、ダイエットを

始めました。雑誌で過食症の記

事を読み、「吐けばやせるんだ」

と何気なくやってみたら結構う

まくいき、時々吐くようになり、

周りからは「痩せてきれいになっ

た」と褒められ、うれしかったで

す。彼氏もできました。でも大学

を卒業して勤めだし、彼氏とは

遠距離になりました。職場では

ちょっと意地悪な先輩がいて、憂

うつで自信がなくなりました。そ

れがストレスなのか分からない

けど、何となくたくさん食べて吐

くようになり、習慣になって量も

回数も増えていきました。家族と

同居なので、はじめは部屋でこっ

そりしていたけど、トイレの臭い

でばれていたみたいです。結局、

恋人とは別れました。その寂し

さで、また食べ吐きしました。で

も、そのころ、会社で出会った人

と交際が始まり、私を好きでいて

くれるところに惹かれて、結婚し

ました。痩せていないといけない

と思い、過食嘔吐のことは黙って

いました。妊娠して、体重の増加

のことを指導され、それが気にな

り、逆に拒食みたいになりました

が、無事に女の子が生まれまし

た。うれしかったです。それで、し

ばらく良かったので、治ったのか

と思っていたら、そのうちまた、

反動みたいに過食嘔吐になって

しまいました。結局、夫に気づか

れ、母も来てくれて皆で話し合い

ました。母親なのに、太ることが

不安で過食もやめられなくて、ど

うしようもないダメな自分だと

思っていました。私の母も「自分

の育て方が悪かったのか」と悔や

みます。夫も心配してくれている

のに情けなかったです。

　それでいろいろ調べて「肥後

椿会」を知りました。肥後椿会に

は中学生くらいの人から私より

歳上の人もいたり、子どもさんの

ことで悩むお母さんもいました。

夫も母も一緒に来てくれました。

参加している人は治っていない

人ばっかりなので、正直、失望し

たり、ものすごく痩せた子を見る

とうらやましいと思ったりし、参

加してもあまり良いことないの

ではと思ったのですが、回数を重

ねていくうちに、よそのお母さん

が、「自信を持って生きていって

くれるまで待っている」と涙ぐみ

ながら話するのを見ていて、「私

のお母さんもそうだろうな」と

か、「私には夫も子どももいるん

だ」と改めて思い直すようになり

ました。過食のことより、自分の

性格や家族の良い点などを皆で

話していたら、少しずつ過食をし

なくても良い日が増えてきまし

た。痩せていることより、大切な

物があることが少しずつ信じら

れるようになってきました。今、

完全に治っているわけではない

けれど、このままでやっていく

と、きっともっと楽になる日が来

ると信じています。その信じる力

を、肥後椿会で分け合っている

気がしています。

（リハビリテーション部：

植村 照子）

　

やせた白雪姫たちが
　健康になるために④

● 病気のお話 ●

それぞれに生きる白雪姫［一人ひとりの物語］
このシリーズでは、10年以上開催している摂食障害ミーティングである「肥後椿会」
の参加者や、向陽台病院で治療を受けた方から学んだことを、少しでも多くの方に
お伝えするために連載してきました。今回は、摂食障害が長期化し、ご家族を含め
て苦しまれたB 子さんに登場してもらいます。
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向陽台病院ではさまざまな情報を発信しています

向陽台病院は創立 45 周年で、新ら
しい病棟が秋にはできあがる予定
です。見慣れた院庭が掘り起こされ、

景色が変わっています。春の日差しの中で、人との別れと
出会いを想像させられます。夏号をお届けするころには、
夏色の空を背景に、建物が立ちあがっていると予想されま
す。希望を持って歩んでいこうと思います。（植村照子）

　平成 20 年 1月 19日、当院のリュミ

エール活動室にて向陽台そよ風家族会

の新年会が開催され、20名の方が参加

されました。古田会長の開会のあいさつに始まり、横田院長より病院改

築の予定を含めて新年のあいさつがありました。その後、当院の併設施

設である地域生活支援センターなでしこで行われている就労訓練継続

支援事業Ｂ型Works みらいの報告となりました。Works みらいにつ

いては須藤施設長と、就労訓練の担当である精神保健福祉士の湯川よ

り、訓練内容や利用までの手続きの流れ、工賃、スタッフの役割などの

概要説明を行い、その後、利用者の方 3名に体験談の発表をしていた

だきました。訓練は印刷、環境美化、喫茶「向」の3つが行われており、利

用者の方とスタッフとで話しをしながら訓練内容・時間を決めていき

ます。ご家族からは工賃が安すぎるのではないかとの意見もありまし

たが、各々が目的をもって訓練をされており、わずかな工賃の使い道を

楽しみにされていることが印象的でした。また、今回は初参加のご家族

もたくさんいらっしゃいましたので、｢家族の集い｣では自己紹介と感

想・意見を述べていただきました。ご家族からは「支える家族の元気が

ないと病気になった本人を支えることができない。家族と病院とで協

力して支えあっていきたい」との言葉も聞かれ、改めて家族を支える家

族会の重要性を感じました。

　家族会は、年に4回の例会を中心として開催し、少しでもご家族の不

安や疑問の支えになればと活動しています。経験豊かなご家族もたく

さんいらっしゃいます。多くのご家族のご参加を心待ちにしておりま

す。 （リハビリテーション部：中村 友子）

■次回家族会の予定：総会 (内容は未定 )

平成 20年 4月 26日 ( 土 )10：00～ 12：00

平成 19 年向陽台病院文化祭で
のバザーの売上金 (16,975 円 )
を、植木町社会福祉協議会へ寄付
しました。
写真左：事務局長の内田和朋氏
写真右：家族会会長の古田幹栄氏

　日ごとにあたたかくなり、春光うららかな季節を

迎えました。桜の花便りが聞こえてくるころには、春

の旬の食材が食卓を華やかに飾ります。今回はこの

季節に旬を迎える食材をご紹介します。

　山菜はタンパク質や脂質は少なめですが、食物繊

維やビタミン、ミネラルが豊富な食材です。さまざ

まな種類がありますが、どれも「あく」が強く、調理の

際には「あく抜き」が必要となります。春の息吹や自

然の恵みを感じることのできる食材です。今の季節

にぴったりの食材ではないでしょうか。ぜひご賞味

ください。 （栄養課：江口 尚美）

旬の食材

●鰆（さわら） ●蛤（はまぐり） ●あさり ●筍

●春菊 ●キャベツ●さやえんどう ●山菜（わらび、

ぜんまい、うど、タラの芽、じゅんさいなど） ●苺

など

≪おすすめメニュー≫　ふきのお浸し
ふ き ………………………………………………70g

炒り卵 ………………………………………………５g

薄口醤油 …………………………………小さじ1/2

みりん ……………………………………小さじ1/4

糸かつお ………………………………お好みで適量

≪作り方≫

下ごしらえしたふきに調味料を和えて炒り卵と糸

かつおを添えた簡単メニューです

≪ふきの下処理方法について≫

①ふきの約 2％の塩をまぶしてこすり、沸騰湯で 3

～ 5分ゆでます。

②水にとって、切り口から皮をおこして引きむいた

ら、調理するまで水に浸しておきます。

※塩をすることにより、本来の緑色を保つことがで

きます。また、板ずりすることでふきの繊維が軟らか

くなり、塩湯に渋みやアクの成分が抜けでやすくな

ります。水につけることにより余熱による変色が防

げ、表面のアク成分が抜けます。
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　発達障がいの方への入院治療

について紹介します。

　例えば、周囲の人との関係作り

が苦手で、体の不調を訴え、不登

校や引きこもりの生活を続けて

きた方の場合、まずは、生活リズ

ムを整えることを目標にします。

1日の生活の流れを説明し、起

床・就寝時刻、活動への参加、服

薬の確認をします。生活リズムが

作られてくると、入院生活のどの

場面で困ったのか、イライラした

のか、体の不調の有無などにつ

いて話をします。日記を書いても

らうこともあります。スタッフと

その場面や対処方法、相手の様

子などを振返ります。そして、相

手の気持ちを推測する練習や、

同じ場面に遭遇した時の別の対

処方法を考えます。上手くいかな

い時は、その失敗を元にして、さ

らに新しい方法を考えるのです。

衝動的な問題行動をとる（思い

ついたことをそのまま口にして

トラブルになる）場合は、その行

動を減らす工夫をします。例え

ば、スタッフは不適切な行動だ

と判断し、「計画的な無視」をしま

す。また、望ましい発言をした時

には注目をし、適切な行動だと評

価します。周囲の患者さまにも治

療の目的を説明し、協力してもら

います。

　その結果、日常場面でより適

応した行動が増え、本人も嫌な

思いをすることが減ってきます。

その本人の安定が家族の安心に

繋がっていきます。

　また、就学中の方の場合には、

学校や児童相談所との連携など

も行います。家族、学校の先生、

医師、看護師、精神保健福祉士、

臨床心理士などの関係者が一緒

に話し合い、時には本人も含めて

話し合いを行うことで、少しでも

過ごしやすいように環境の調整

を行って行きます。

（リハビリテーション部：白濱 寛信）

発達障がい児（者）への　
手立てとかかわり③（入院編）

　「博士クラブ」とは、外来での発達障がいの治療のひと

つです。コミュニケーションが苦手で学校や友達の輪の

中に上手く入れなかったり、学校に行きにくいと思われ

ている子どもと、その保護者が集まるショートデイケア

です。毎月第1土曜日の9時 30分からデイケアリュミ

エール棟で活動しています。

　活動は、子どものグループと親のグループに分かれて

行います。子どものグループでは、子ども同士が交流し

やすくなる活動…例えば昨年は、みんなでアイデアを出

しあい巨大すごろくを作って遊んだり、紙すきをしてク

リスマスカードを作ったりしました。最初は緊張してい

ても、みんなで活動しているうちに慣れてきて楽しめる

ようになります。春にはお花見に行く予定です。子ども

グループでは決められたルールを守ることや上手にコ

ミュニケーションをとる方法、集団の活動に落ち着いて

参加する方法を確認しながら活動しています。

　親のグループでは、学校や家庭でのお子さんに関する

相談や体験談を語りながら、子どもの特徴を把握し、より

よい対処法を学んでいます。似たような悩みを抱えてい

らっしゃる方も多く、「話すだけで安心した」、「他の方の

工夫が聞けて勉強になった」という声をいただいていま

す。参加するためには、主治医の許可が必要になります。

　参加をご希望の方は主治医にご相談ください。

（リハビリテーション部：春木 あゆ美）

「博士クラブ」ってなあに？？
ちょこっと紹介！
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JR 
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〒861-0142　熊本県鹿本郡植木町大字鐙田1025
TEL：096-272-7211・FAX：096-273-2355

http://www.koyodai.or.jp/

医療法人横田会 向陽台病院

外来担当医一覧表

日本精神神経学会専門医研修指定病院　日本精神科病院協会認定専門医研修病院
2005年から日本医療機能評価機構の認定を受けています

※下記担当医は変更する場合もございます

  
  

午
前

午
後
予
約

月 火 水 木 金 土

金城

田中（亨）

田仲

田中（亨）

田中（隆）

松本

横田
デイケア

城野

大石

横田

松岡

松岡

山田

デイケア

田中（隆）

大石

金城

● 診療科目 精神科・心療内科
● 特殊外来 水曜日午後：物忘れ外来
  金曜日午後：児童思春期（発達障害）外来 
● 病床数　220床
● 外来診療時間　
 月～金曜日 午前9時40分～12時 00分
  午後 2時 30分～ 5時 00分
● 土曜日 午前9時40分～12時 00分

祝日は平常通り診療しています

新患は予約制です。予約受付：096-272-5250
＜平日：午後4時まで／土曜日：午前11時まで＞

松岡

大石
週替わり

もの忘れ外来

佐藤

横田

デイケア

横田

松本

田中（亨）

思春期外来



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile (None)
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 100
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 100
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 400
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (None)
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


